
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だが
、
法
が
外
的
な
規
制
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
と
社
会
に
入
間
的
生
の
あ
り
方

　
　
　あ
　
と
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
呈
示
す
る
知
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
西
洋
法
の
受
容
と
し
て
の
近
代
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
他
な
る
人
間
的
生
を
個
と
社
会
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
血
肉
化
す
る
苦
闘
に
他
な

　本
書
は
、
相
愛
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
共
岡
研
究
「
日
本
に
お
け
　
　
　
ら
な
い
。
こ
の
血
肉
化
の
苦
闘
は
、
　
見
す
る
と
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
だ
が
、
自

る
諸
学
問
の
近
代
史
」
の
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
研
究
会
　
　
　
己
な
る
も
の
の
再
形
成
を
目
指
す
た
め
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
い
を
賦
活

は
、
二
〇
一
二
年
度
夏
か
ら
二
〇
一
四
年
度
秋
ま
で
、
合
計
一
五
回
行
わ
れ
　
　
　
す
る
。
そ
れ
が
民
族
的
起
源
へ
の
遡
行
を
要
請
し
、
「
国
文
学
」
な
る
観
念
に

た
。
こ
の
研
究
会
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
行
わ
れ
た
、
　
　
　
結
実
す
る
。
し
か
し
、
近
代
と
い
う
時
代
が
強
く
意
識
さ
れ
る
な
ら
ば
、
と
り

相
愛
大
学
入
文
科
学
研
究
所
主
催
の
共
同
研
究
「
明
治
の
精
神
研
究
会
」
を
8
1
　
　
　
わ
け
小
説
と
い
う
西
洋
的
な
文
学
の
あ
り
方
が
強
く
意
識
さ
れ
る
な
ら
ば
、
文

き
継
ぎ
、
か
つ
発
展
さ
せ
る
目
的
で
開
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
明
治
の
精
神
　
　
　
学
は
歴
史
的
連
続
性
の
下
の
み
に
観
念
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
漢
文
学
な
ど
他
な

研究
会
」
で
は
学
内
外
の
様
々
な
分
野
の
研
究
者
に
参
加
頂
き
、
異
分
野
の
知
　
　
　
る
も
の
を
如
何
に
消
化
し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
い
へ
と
赴
く
。
こ
の
他
者
と

見を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
研
究
の
活
性
化
を
図
り
、
ま
た
公
開
講
座
と
研
究
成
　
　
　
の
出
会
い
に
よ
る
自
己
の
再
発
見
と
い
う
経
験
と
し
て
の
近
代
化
は
、
再
発
見

果
の
公
刊
を
通
じ
て
地
域
と
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
が
（
「
明
　
　
　
の
た
め
の
方
法
論
的
深
化
を
要
請
す
る
の
で
あ
り
、
近
代
化
が
単
な
る
西
洋
化

治
の
精
神
研
究
会
」
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
徳
男
・
嘉
戸
一
将
編
『
明
　
　
　
と
は
異
な
る
よ
う
に
、
も
は
や
文
学
研
究
は
西
洋
の
文
献
学
的
方
法
の
模
倣
に

治
国
家
の
精
神
史
的
研
究
ー
ー
〈
明
治
の
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て
』
（
以
文
社
、
　
　
　
は
と
ど
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
文
学
を
め
ぐ
る
問
題
が
通
時
的
な
も
の

二〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
）
、
「
日
本
に
お
け
る
諸
学
問
の
近
代
史
研
究
　
　
　
だ
と
す
る
と
、
通
時
的
な
も
の
と
と
も
に
共
時
的
な
問
題
を
惹
起
す
る
の
が
言

会
」
で
は
、
よ
り
広
範
な
分
野
の
研
究
者
に
参
加
頂
き
、
ま
た
テ
ー
マ
を
日
本
　
　
　
語
で
あ
る
。
と
り
わ
け
方
言
が
射
程
に
入
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
言
語
は
日
本
か

近
代
に
お
け
る
諸
学
問
の
展
開
と
す
る
こ
と
で
、
大
学
が
近
代
化
と
い
う
社
会
　
　
　
西
洋
か
、
現
代
的
に
言
え
ば
「
国
語
」
か
「
国
際
語
」
と
し
て
の
英
語
か
と
い

の

大変
革
の
な
か
で
占
め
て
き
た
位
置
を
探
り
、
よ
り
深
く
知
と
社
会
の
関
係
　
　
　
う
二
元
論
に
は
収
ま
ら
ず
、
時
代
の
要
請
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
応
じ

性
に
つ
い
で
問
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
言
語
が
序
列
化
・
階
層
化
さ
れ
る
と
い
う
複
雑
な
様
相
を
帯
び
る
こ
と
に
な

　
研究
会
で
の
報
告
の
う
ち
、
本
書
に
は
、
法
、
文
学
、
言
語
、
宗
教
、
家
　
　
　
る
。

政
、
食
、
景
観
、
音
楽
、
儀
礼
の
観
点
か
ら
近
代
化
を
考
察
し
た
論
文
が
収
録
　
　
　
　
近
代
化
の
複
雑
な
様
相
は
、
人
間
的
生
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ
。
宗
教
に

さ
れ
て
い
る
。
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
近
代
化
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
　
　
　
お
け
る
特
定
の
テ
ク
ス
ト
の
「
聖
典
化
」
は
古
典
的
な
現
象
で
は
あ
る
が
、
そ

問
題
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
に
公
開
性
が
要
件
と
さ
れ
る
の
は
、
少
な
く
と
も
日
本
に
お
い
て
は
近
代
的

　日
本
の
近
代
化
に
あ
た
っ
て
法
が
西
洋
か
ら
受
容
さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
　
　
　
な
現
象
だ
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
精
神
生
活
に
関
す
る
現



象
を
前
近
代
か
ら
の
潜
在
的
な
連
続
性
に
よ
っ
て
把
握
す
べ
き
な
の
か
、
あ
る
　
　
　
い
、
そ
の
関
心
を
技
術
的
条
件
へ
と
移
す
こ
と
に
な
る
。
技
術
と
い
う
美
に

い
は
あ
く
ま
で
も
西
洋
的
な
生
の
様
態
に
触
発
さ
れ
た
近
代
的
変
容
と
し
て
理
　
　
　
と
っ
て
外
在
的
な
条
件
と
言
え
る
も
の
を
関
心
の
中
心
と
し
て
き
た
の
は
、
日

解
す
べ
き
な
の
か
。
ま
た
、
西
洋
的
な
生
活
様
式
の
受
容
は
、
日
本
に
お
い
て
　
　
　
本
近
代
の
特
徴
と
言
っ
て
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
雅
楽
と
い
う
美
と
儀
礼
の

は

家
政
の

学問
化
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
、
生
活
様
式
が
文
字
通
り
生
き
ら
れ
　
　
　
担
い
手
は
、
近
代
に
お
い
て
そ
の
技
術
的
な
能
力
か
ら
西
洋
音
楽
受
容
の
受
け

る
も
の
で
あ
っ
て
、
学
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
学
問
　
　
　
皿
と
な
っ
た
が
、
明
治
維
新
後
の
政
治
的
要
請
か
ら
変
容
を
強
い
ら
れ
る
。
仏

化
は
特
殊
な
現
象
で
あ
っ
て
、
敢
え
て
言
え
ば
、
近
代
化
を
急
い
だ
き
わ
め
て
　
　
　
教
釣
な
要
素
が
排
除
さ
れ
、
ま
た
家
単
位
で
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
は
政
府
に

日
本
的
な
現
象
だ
と
　
三
口
え
よ
う
。
し
か
も
、
こ
の
特
殊
な
学
問
が
女
性
に
割
り
　
　
　
よ
る
統
制
下
に
置
か
れ
、
伝
統
的
な
儀
礼
は
近
代
的
な
政
治
の
た
め
の
儀
礼
へ

当
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
日
本
近
代
に
お
い
て
女
性
的
な
生
を
規
定
す
る
こ
と
に
　
　
　
と
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
信
仰
に
根
差
し
た
美
で
は
な

な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
生
活
様
式
の
学
問
化
と
い
う
日
本
的
展
開
は
、
　
　
　
く
、
政
治
的
な
技
術
と
な
る
。

意
図
せ
ざ
る
産
物
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
「
富
国
強
兵
」
の
た
め
の
体
位
　
　
　
　
こ
れ
以
上
の
警
言
は
愚
見
と
な
る
だ
け
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
参
考
ま
で
に
全

向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、
西
洋
食
が
奨
励
さ
れ
る
と
と
も
に
栄
養
に
関
す
る
知
　
　
一
鼓
回
の
研
究
会
報
告
者
く
肩
書
は
報
告
当
時
）
と
タ
イ
ト
ル
を
記
し
て
お
く

の
学問
化
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
日
本
的
展
開
は
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
と
い
う
世
　
　
　
（
ち
な
み
に
各
回
の
概
要
は
、
『
相
愛
大
学
研
究
論
集
』
第
二
丸
号
（
二
〇
一
三

界的
成
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
、
第
三
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
、
第
三
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
に
掲
載
さ
れ

　近
代
化
の
日
本
的
現
象
は
、
と
り
わ
け
生
活
の
美
的
・
儀
礼
的
領
域
に
お
い
　
　
　
て
い
る
）
。

て

顕著
に
現
れ
る
。
近
代
化
が
西
洋
化
と
し
て
表
層
的
に
理
解
さ
れ
た
明
治
期

の

都市
計
画
は
、
西
洋
的
な
景
観
の
構
築
を
目
指
す
が
、
計
画
が
実
現
さ
れ
る
　
　
　
　
第
一
回
　
二
〇
一
二
年
七
月
二
五
日
（
水
）

や否
や
、
つ
ま
り
生
活
の
場
と
な
る
や
否
や
変
容
す
る
。
計
函
か
ら
離
反
し
て
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
　
嘉
戸
一
将
（
相
愛
大
学
入
文
学
部
准
教
授
）

いく
こ
の
日
本
的
変
容
、
言
い
換
え
れ
ば
無
秩
序
化
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
‥
「
形
な
き
形
」
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
…
…
法
的

れる
現
象
に
、
西
洋
前
…
な
公
共
性
の
観
念
の
欠
如
を
見
出
す
の
は
容
易
だ
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
概
念
の
受
容
と
変
容

日
本
に
お
い
て
近
代
的
な
美
と
は
何
で
あ
る
の
か
問
い
直
す
よ
う
迫
ら
れ
る
。
　
　
　
　
第
二
回
　
二
〇
二
一
年
九
月
二
六
日
（
水
）

美
の
観
念
が
、
よ
り
一
層
置
き
ま
り
に
さ
れ
て
き
た
の
が
音
楽
だ
ろ
う
。
近
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
苦
二
鳥
井
正
晴
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
∨

代化
の
一
環
で
西
洋
の
音
楽
理
論
が
受
容
さ
れ
る
も
の
の
、
理
論
の
模
倣
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
‥
漱
石
の
作
品
を
読
む
（
「
倫
敦
塔
」
か
ら
「
明
暗
」

が
長ら
く
行
わ
れ
、
学
的
知
と
し
て
の
展
開
が
遅
れ
る
。
し
か
も
学
的
知
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
）
…
…
研
究
と
い
う
名
の
汽
車
に
乗
っ
て

て美
学
的
．
史
学
的
研
究
が
始
ま
る
や
否
や
、
音
楽
の
技
術
的
環
境
変
化
に
伴
　
　
　
　
第
三
懸
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
掴
日
（
水
）



　
　
　　
報
告
者
　
小
野
正
嗣
（
明
治
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
一
千
葉
真
也
（
相
愛
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
　　
タ
イ
ト
ル
　
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
の
始
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
一
国
文
学
史
の
誕
生

第
四
回
　
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
一
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
回
　
二
〇
一
四
年
六
月
一
七
日
（
火
）

　
　
　
　
報

告
者
一
川
中
美
津
子
（
相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
一
佐
々
木
隆
晃
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）

　
　
　　
タ
イ
ト
ル
　
日
本
に
お
け
る
服
飾
美
学
研
究
の
始
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
一
浄
土
真
宗
に
お
け
る
聖
典
の
歴
史
と
意
義

第
五
回
　
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
三
回
　
二
〇
一
四
年
九
月
一
六
日
（
火
）

　
　
　
　
報
告
者
一
中
村
圭
爾
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
‥
長
谷
川
精
一
（
相
愛
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
　　
タ
イ
ト
ル
一
東
洋
史
学
の
近
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
”
言
語
教
育
の
比
較
史
的
視
角
か
ら
見
た
〈
沖
縄
方

第
六
回
　
二
〇
＝
二
年
五
月
二
二
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
（
地
域
言
語
）
、
日
本
語
（
国
語
）
、
英
語
（
国
際

　
　
　
　報
告
者
‥
片
岡
サ
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
）
〉

　
　
　　
タ
イ
ト
ル
　
金
・
近
代
・
国
際
通
貨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
四
回
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
一
日
（
火
）

第
七
回
　
二
〇
一
三
年
六
月
一
九
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
　
太
田
美
穂
（
相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部
教
授
）

　
　
　
　
報
告
者
　
鈴
木
徳
男
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
　
食
の
近
代
化
と
栄
養
学

　
　
　
　タ
イ
ト
ル
　
あ
る
国
文
学
者
の
肖
像
－
田
中
重
太
郎
論
　
　
　
　
　
　
第
一
五
回
　
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
八
日
（
火
）

第
八
回
　
二
〇
一
三
年
九
月
二
五
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
　
新
屋
千
樹
（
都
市
再
生
機
構
事
業
戦
略
室
特
定
戦
略

　
　
　
　
報

告
者
　
小
野
真
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

　
　
　
　タ
イ
ト
ル
一
近
代
化
に
よ
る
雅
楽
界
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ト
ル
一
近
代
日
本
に
お
け
る
都
市
計
画
の
歩
み

第
九
回
　
二
〇
＝
二
年
一
一
月
二
〇
日
（
水
）

　
　
　
　
報
告
者
　
黒
坂
俊
昭
（
相
愛
大
学
音
楽
学
部
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
研
究
会
に
御
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、
と
り
わ
け
学
外
よ
り
御
参
加
頂
い
た

　
　
　
　タ
イ
ト
ル
　
近
代
日
本
に
お
け
る
「
音
楽
」
概
念
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

第
一
〇
回
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
日
（
月
）

　
　
　
　報
告
者
　
永
藤
清
子
（
甲
子
園
短
期
大
学
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
一
日

　
　
　
　タ
イ
ト
ル
　
家
政
と
家
政
学
ー
明
治
期
の
文
献
整
理
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
文
学
部
准
教
授
　
嘉
戸
一
将

第
＝
回
　
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
（
火
）


